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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間のわが国の経済は、政府による景気対策の継続などにより回復基調が見られるもの

の、平成26年４月の消費税増税や円安による物価上昇などの影響により個人消費は低調な状況が続いています。

 そうした状況のなか、当社グループは「“あったらいいな”をカタチにする」をブランドスローガンに、お客様

のニーズを満たす新製品の発売や、既存製品の育成、今後の成長事業への投資に努めてまいりました。

 その結果、売上高は104,608百万円（前年同期比7.7％増）、営業利益は16,675百万円（同11.5％増）、経常利益

は16,555百万円（同5.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は12,454百万円（同16.7％増）となりまし

た。

 

セグメントの業績の概要は次のとおりです。

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。詳細は、「３．四半期

連結財務諸表 （３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （セグメント情報等）」の「Ⅱ ３．報告セグメン

トの変更等に関する事項」を参照ください。

 

国内家庭用品製造販売事業 

 当事業では、春に14品目、秋に14品目の合計28品目の新製品を発売いたしました。なかでも5,000mgの有効成分

を配合した肥満症対策薬「ナイシトールZ（ゼット）」や乾燥肌治療薬「Saiki（さいき）」、歯槽膿漏予防ハミガ

キ「生葉EX（イーエックス）」、栄養補助食品「ナットウキナーゼEX（イーエックス）」、若い女性向けの車用芳

香消臭剤「Sawaday PINKPINK for CAR（サワデー ピンクピンク フォー カー）」、厳選香りオイルを使った上

質な香りのホームフレグランス「Sawaday（サワデー） 香るStick（スティック） パルファム」、華やかな香り

とデザインのトイレ用芳香消臭剤「Sawaday PINKPINK for TOILET（サワデー ピンクピンク フォー トイレッ

ト）」などが売上に貢献しました。

 既存品の薬粧品では洗眼薬「アイボン」や女性保健薬「命の母」、肩こり薬「アンメルツ」、液体絆創膏「サカ

ムケア」、歯間清掃具「糸ようじ」が、日用品では額用冷却シート「熱さまシート」や水洗トイレ用芳香洗浄剤

「ブルーレット」が、スキンケアではしみ対策のスキンケアシリーズ「ケシミン」や薬用ローション「オードムー

ゲ」などが好調に推移しました。

 その結果、売上高は88,702百万円（前年同期比5.4％増）、セグメント利益（経常利益）は15,384百万円（同

5.7％増）となりました。営業利益は15,607百万円（同6.4％増）となりました。

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第３四半期連結累計期間では計

4,279百万円、当第３四半期連結累計期間では計3,946百万円となっております。

 

（外部顧客への売上高の内訳）

 

 

前第３四半期連結累計期間

（自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間 

（自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日）

増減

  金額（百万円） 金額（百万円）
金額 

（百万円）

増減率 

（％）

 薬粧品 33,252 37,415 4,162 12.5

 日用品 37,323 39,264 1,940 5.2

 スキンケア 3,081 3,430 348 11.3

 カイロ 6,240 4,646 △1,594 △25.5 

 合計 79,898 84,756 4,857 6.1

 

海外家庭用品製造販売事業 

 当事業では、米国・中国・東南アジアを中心に、カイロや額用冷却シート「熱さまシート」、肩こり薬「アンメ

ルツ」などを販売しており、広告や販売促進など積極的に投資することで、売上拡大に努めました。

 その結果、売上高は13,003百万円（前年同期比29.5％増）、セグメント利益（経常利益）は552百万円（前年同

四半期はセグメント損失（経常損失）263百万円）となりました。営業利益は616百万円（前年同四半期は営業損失

252百万円）となりました。

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第３四半期連結累計期間では計

1,460百万円、当第３四半期連結累計期間では計1,477百万円となっております。

 

- 2 -

小林製薬㈱（4967） 平成28年３月期　第３四半期決算短信



通信販売事業 

 当事業では、栄養補助食品、スキンケア製品等の通信販売を行っており、広告やダイレクトメールを中心とした

販売促進による、新規顧客の開拓と既存顧客への購入促進に努めました。

 その結果、売上高は6,177百万円（前年同期比6.9％減）、セグメント利益（経常利益）は37百万円（同74.6％

減）となりました。営業利益は34百万円（同76.5％減）となりました。

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおりません。

 

その他事業 

 当事業には、医療関連事業、運送業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制作等を含

んでおり、各社は独立採算で経営し、資材やサービス提供についてその納入価格の見直しを適宜行いました。

 その結果、売上高は5,638百万円（前年同期比9.4％増）、セグメント利益（経常利益）は827百万円（同43.9％

減）となりました。営業利益は466百万円（同35.8％増）となりました。

 売上高には、セグメント間の内部売上高又は振替高を含んでおり、その金額は前第３四半期連結累計期間では計

3,116百万円、当第３四半期連結累計期間では計3,490百万円となっております。

 

（２）財政状態に関する説明

 総資産は、前連結会計年度末に比べ8,913百万円増加し、195,244百万円となりました。主な要因は、受取手形及

び売掛金の増加（7,502百万円）、商品及び製品の増加（2,173百万円）、建設仮勘定の増加（709百万円）等によ

るものです。

 負債は、前連結会計年度末に比べ904百万円増加し、47,624百万円となりました。主な要因は、電子記録債務の

増加（4,342百万円）、繰延税金負債の増加（1,999百万円）、未払金の増加（771百万円）等によるものです。

 純資産は、前連結会計年度末に比べ8,009百万円増加し、147,620百万円となり、自己資本比率は75.5％となりま

した。主な要因は、利益剰余金の増加（8,616百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（2,786百万円）等によ

るものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年10月29日付け公表の「平成28年３月期 第２四半期決

算短信」に記載の業績予想から変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

(企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下、「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下、「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の

持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定

的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務

諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株

主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連

結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取り扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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3．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 58,449 56,496 

受取手形及び売掛金 35,969 43,471 

有価証券 4,500 4,500 

商品及び製品 8,996 11,169 

仕掛品 773 858 

原材料及び貯蔵品 2,715 2,976 

繰延税金資産 2,724 2,914 

その他 1,909 1,906 

貸倒引当金 △46 △8 

流動資産合計 115,990 124,285 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 7,340 7,103 

機械装置及び運搬具（純額） 2,851 2,783 

工具、器具及び備品（純額） 1,318 1,205 

土地 3,380 3,380 

リース資産（純額） 582 690 

建設仮勘定 549 1,259 

有形固定資産合計 16,023 16,421 

無形固定資産    

のれん 4,023 3,643 

商標権 83 72 

ソフトウエア 971 1,061 

その他 503 763 

無形固定資産合計 5,582 5,540 

投資その他の資産    

投資有価証券 41,580 42,146 

長期貸付金 668 649 

繰延税金資産 318 343 

投資不動産（純額） 3,025 3,000 

退職給付に係る資産 286 － 

その他 2,988 3,035 

貸倒引当金 △133 △179 

投資その他の資産合計 48,735 48,997 

固定資産合計 70,340 70,959 

資産合計 186,331 195,244 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 10,239 7,775 

電子記録債務 3,282 7,624 

短期借入金 40 160 

未払金 12,723 13,495 

リース債務 82 73 

未払法人税等 3,191 1,996 

未払消費税等 1,476 1,160 

返品調整引当金 1,272 1,372 

賞与引当金 1,915 1,044 

資産除去債務 19 24 

その他 1,646 2,327 

流動負債合計 35,890 37,054 

固定負債    

リース債務 513 627 

繰延税金負債 2,683 4,683 

退職給付に係る負債 5,496 3,003 

役員退職慰労引当金 27 27 

資産除去債務 90 89 

その他 2,018 2,137 

固定負債合計 10,829 10,569 

負債合計 46,720 47,624 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,450 3,450 

資本剰余金 4,219 4,937 

利益剰余金 127,858 136,474 

自己株式 △6,207 △9,160 

株主資本合計 129,320 135,702 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,553 10,339 

繰延ヘッジ損益 1,359 57 

為替換算調整勘定 1,874 1,597 

退職給付に係る調整累計額 △710 △248 

その他の包括利益累計額合計 10,076 11,746 

新株予約権 191 85 

非支配株主持分 22 85 

純資産合計 139,611 147,620 

負債純資産合計 186,331 195,244 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 97,154 104,608 

売上原価 40,542 43,352 

売上総利益 56,611 61,255 

販売費及び一般管理費 41,661 44,580 

営業利益 14,950 16,675 

営業外収益    

受取利息 173 197 

受取配当金 300 318 

受取ロイヤリティー 492 326 

不動産賃貸料 214 217 

持分法による投資利益 14 － 

為替差益 113 － 

その他 167 168 

営業外収益合計 1,476 1,228 

営業外費用    

支払利息 19 18 

売上割引 566 550 

不動産賃貸原価 56 52 

持分法による投資損失 － 607 

為替差損 － 33 

その他 32 87 

営業外費用合計 675 1,349 

経常利益 15,751 16,555 

特別利益    

固定資産売却益 0 7 

投資有価証券売却益 － 0 

関係会社株式売却益 － 1,378 

受取補償金 155 － 

事業整理損失引当金戻入額 158 － 

その他 － 0 

特別利益合計 313 1,387 

特別損失    

固定資産除売却損 29 35 

減損損失 13 21 

製品不良関連損失 － 193 

その他 1 12 

特別損失合計 44 262 

税金等調整前四半期純利益 16,020 17,679 

法人税、住民税及び事業税 5,474 4,974 

法人税等調整額 △127 254 

法人税等合計 5,347 5,228 

四半期純利益 10,672 12,450 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △0 △4 

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,672 12,454 

 

- 6 -

小林製薬㈱（4967） 平成28年３月期　第３四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 10,672 12,450 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 208 2,787 

繰延ヘッジ損益 170 △91 

為替換算調整勘定 505 △276 

退職給付に係る調整額 81 604 

持分法適用会社に対する持分相当額 △263 △1,354 

その他の包括利益合計 703 1,669 

四半期包括利益 11,375 14,120 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 11,376 14,125 

非支配株主に係る四半期包括利益 △0 △4 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第３四半期連結累計期間において、新株予約権の行使により自己株式が915百万円減少し、資本剰余金が718百万

円増加しました。また、平成27年10月29日開催の取締役会決議に基づき自己株式の取得を行い、この取得等により自

己株式は3,868百万円増加しました。この結果、当第３四半期連結会計期間末において自己株式は9,160百万円、資本

剰余金は4,937百万円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連
結損益計
算書 
計上額 

（注）３ 

 

国内 
家庭用
品製造
販売事
業 

海外 
家庭用
品製造
販売事
業 

通信 
販売事
業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 79,898 8,582 6,634 95,115 2,038 97,154 － 97,154 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
4,279 1,460 － 5,740 3,116 8,856 △8,856 － 

計 84,178 10,043 6,634 100,855 5,154 106,010 △8,856 97,154 

セグメント利益又は損失

（△） 
14,549 △263 149 14,435 1,475 15,911 △160 15,751 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療関連事業、運送

業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

   ２.セグメント利益又は損失の調整額△160百万円は、セグメント間取引消去であります。

   ３.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 

その他

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連
結損益計
算書 
計上額 

（注）３ 

 

国内 
家庭用
品製造
販売事
業 

海外 
家庭用
品製造
販売事
業 

通信 
販売事
業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 84,756 11,526 6,177 102,460 2,147 104,608 － 104,608 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
3,946 1,477 － 5,423 3,490 8,914 △8,914 － 

計 88,702 13,003 6,177 107,884 5,638 113,522 △8,914 104,608 

セグメント利益 15,384 552 37 15,974 827 16,802 △247 16,555 

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療関連事業、運送

業、合成樹脂容器の製造販売、保険代理業、不動産管理、広告企画制作等を含んでおります。

   ２.セグメント利益の調整額△247百万円は、セグメント間取引消去であります。

   ３.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  固定資産にかかる重要な減損損失を認識していないため、また、のれんの金額に重要な変動が生じていない

ため、固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報の記載を省略しております。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 第１四半期連結会計期間より報告セグメントを従来の「家庭用品製造販売」、「通信販売」及び「医療関

連」から「国内家庭用品製造販売事業」、「海外家庭用品製造販売事業」及び「通信販売事業」に変更してお

ります。この変更は、社内業績管理区分の見直しを行ったことに伴い、「家庭用品製造販売」セグメントを

「国内家庭用品製造販売事業」セグメントと「海外家庭用品製造販売事業」セグメントに分け、「通信販売」

セグメントを「通信販売事業」セグメントに名称を変更し、「医療関連」セグメントは、「その他」に含めて

おります。

 なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したもの

を記載しております。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。
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